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研究要旨 

本研究は、アレルギー疾患対策基本法に基づく政策的取り組みの効果と、地域間・年齢

層間に残されたアンメットニーズを、レセプト情報・特定健診等情報データベース（NDB）
を用いて可視化し、全国比較可能な政策評価指標として構築することを目的として実施

している。令和 7 年度は研究 2 年目として、前年度に整備した研究体制および NDB 利

用環境を基盤に、本格的なデータ抽出および解析基盤構築を進めた。 
具体的には、医科（MED）、DPC、調剤（PHA）レセプトを統合した患者単位解析基盤を構

築し、ID0 を用いた患者単位集計、D1 日〜D31 日の縦持ち化、PHA_CZ を用いた調剤情報

補完、都道府県別・年齢階級別・病院・診療所別集計ロジックを整備した。食物アレルギー

領域では、アドレナリン自己注射薬（エピペン）について 2017 年度および 2023 年度デー

タを用いた処方数・患者数解析を進め、経年的な処方動向の把握に向けた集計ロジックを整

備した。アレルギー性鼻炎領域では、シダキュア、ミティキュア、アシテアを対象とした舌

下免疫療法（SLIT）の処方実態解析基盤を構築し、新規導入率、継続率、処方医療機関数

を評価指標として活用する方向性を整理した。また、アトピー性皮膚炎および気管支喘息領

域では、生物学的製剤および JAK 阻害薬の薬剤コード定義、患者抽出ロジック、重症患者



2 
 

群定義に関する検討を進めた。 
さらに、研究班会議を通じて、Structure・Process・Outcome（SPO）モデルに基づく政

策指標体系を整理し、患者数、処方数、処方医療機関数、継続率、重症患者割合等を組

み合わせた全国比較可能な評価指標の構築方針を策定した。これにより、令和 8 年度以

降の本格的なアウトカム評価および地域差分析に向けた基盤整備を進めることができ

た。 
 
 
 
 
A.研究目的 

本研究は、アレルギー疾患対策基本

法に基づく政策的介入の実効性を定量

的に評価し、日本全国におけるアレル

ギー疾患医療の質および経年推移を可

視化することで、科学的根拠に基づく

政策形成を支援することを目的とす

る。研究対象は、食物アレルギー

（FA）、気管支喘息（BA）、アレルギ

ー性鼻炎（AR）、アトピー性皮膚炎

（AD）の 4 疾患であり、全国規模の診

療実態を NDB（レセプト情報・特定健

診等情報データベース）を用いて解析

する。 

令和 7 年度は、特に以下を重点課題と

して位置づけた。 

1. NDB 巨大データを解析可能と

するための基盤構築 

2. ID0 を用いた患者単位解析ロジ

ックの整備 

3. 医科・DPC・調剤を統合した日

毎処方データセット作成 

4. エピペン処方解析基盤の整備 

5. SLIT 薬解析基盤の構築 

6. 生物学的製剤・JAK 阻害薬解析

基盤の構築 

7. 公表審査提出を見据えたマス

キング・集計方法の検討 

 

B.研究方法 

1. NDB 解析基盤 

解析対象は、レセプト情報・特定健

診等情報データベース（NDB）に収載

された医科（MED）、DPC および調剤

（PHA）レセプトとする。医科、DPC、
調剤レセプトを統合し、患者単位解析

には ID1n および ID2 を用いて作成した

ID0 を用いる。 

レセプトデータは SQL Server 上で管

理し、RE、IR、IY、CD、CZ 等のテーブ

ルを用いて解析する。患者単位集計を

可能とするため、レセプト通番、

ID1n、ID2、医薬品コード、傷病名コー

ド等を用いてテーブル結合を行う。 

2. エピペン解析 

対象薬剤はエピペン 0.15mg および

0.3mg 製剤とし、対象医薬品コードは

以下とする。 

WHERE 医薬品コード IN 
('628704702','628704802') 

医科および DPC レセプトにおいて

は、D1 日〜D31 日に格納された日別処

方情報を処方年月日単位の縦持ちデー

タへ変換する。調剤レセプトについて

は PHA_IY と PHA_CZ を結合し、調剤月

日および調剤数量を取得する。 

処方数は使用量および回数から算出

し、患者数は ID0 単位で集計する。患
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者属性（年齢、性別、都道府県、病

院・診療所区分）は初回処方時点の情

報を用いる。 

3. SLIT 解析 

対象薬剤はシダキュア、ミティキュ

アおよびアシテアとし、対象医薬品コ

ードは以下とする。 

WHERE 医薬品コード IN 
('622627001','622455301','622424701') 

医科、DPC、調剤レセプトを統合し

た日毎処方データセットを作成し、患

者数、処方数、都道府県別分布、年齢

階級別分布、病院・診療所別分布を集

計する。また、新規導入率、継続率お

よび処方医療機関数について評価す

る。 

4. 生物学的製剤・JAK 阻害薬解析 

対象薬剤はデュピクセント、オルミ

エント、リンヴォック、サイバイン

コ、ゾレア、ヌーカラ、ファセンラ、

テゼスパイア、アドトラーザ、イブグ

リース、ミチーガ等とする。 

WHERE 医薬品コード IN ( 
    
'622608101','629911101','629925501', 
    
'622964801','622573701','622573801', 
    
'622793801','622793901','622875101','
622920101' 
) 

患者数は ID0 単位で集計し、処方数

は使用量および回数を用いて算出す

る。剤形別解析に加えて、成分単位解

析を実施する。さらに、傷病名情報、

併用薬情報および ICS 使用状況を用い

て重症患者群の定義を検討する。 

5. 政策指標の検討 

政策評価指標については、

Structure・Process・Outcome（SPO）
モデルに基づき、患者数、処方数、処

方医療機関数、病院・診療所割合、継

続率および重症患者割合を候補指標と

して設定する。各指標について、都道

府県別、年齢階級別および施設区分別

に算出し、地域差および医療提供体制

の評価を行う。 

 

【倫理面への配慮】 

本研究は、既存の匿名化済みのレセプ

トデータを用いる二次利用研究であ

り、個人情報保護の観点から倫理的配

慮がなされたデータ構造で実施され

た。研究実施にあたっては、国立病院

機構三重病院の倫理審査委員会で一括

審査を行い承認を取得済みであり、人

権の尊重および不利益の回避に最大限

配慮した。対象者個人へのインフォー

ムド・コンセントは不要であるが、研

究計画の透明性を担保するため、研究

概要および目的等については研究機関

のウェブサイト等を通じて周知を図る

こととする。 

また、研究対象となるデータはすべて

非識別化されたものであり、個人への

影響を及ぼす情報は一切取り扱ってい

ない。さらに、研究班内でも、解析過

程におけるデータ管理体制と情報共有

の枠組みを整備し、適正なデータ取り

扱いを遵守することで、倫理的妥当性

を担保している。 

 

C.研究結果 

令和 7 年度は、NDB 巨大データを解析

可能とするための SQL 基盤構築を進
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め、医科、DPC、調剤レセプトを統合

した解析用データセット作成まで到達

した。 

エピペン解析では、2017 年度および

2023 年度データについて、処方数、患者

数、年齢階級別、都道府県別、病院・診

療所別、アレルギー拠点病院別集計を行

うための解析基盤を整備した。公表審査

前であるため、本報告書では具体的な集

計値や増減幅は記載せず、経年的な処方

動向の把握に向けた集計を進めたことを

報告する。 

SLIT 解析では、シダキュア、ミティキ

ュア、アシテアについて、MED、

DPC、PHA を統合した日毎処方テーブ

ルを作成し、患者数・処方数解析のため

の基盤を整備した。 

生物学的製剤・JAK 阻害薬解析では、

薬剤コードマスタを整備し、デュピク

セントを中心として処方数・患者数集

計 SQL を試作した。また、複数適応問

題、成分単位集計、重症定義の必要性

など、今後の解析上の課題を整理し

た。 

さらに、公表審査に対応するため、年

齢階級、都道府県区分、病院・診療所

区分におけるマスキング対応方法を検

討した。 

 

D.考察 
令和 7 年度は、アレルギー疾患政策指

標開発に向けた NDB 解析基盤構築を大

きく前進させることができた。 

特に重要であったのは、単なる薬剤

抽出ではなく、巨大 NDB を解析可能な

構造へ変換した点である。医科、

DPC、調剤レセプトは、それぞれ薬剤

情報の格納形式が異なり、MED_IY や

DPC_IY では D1 日〜D31 日の縦持ち

化、PHA では PHA_CZ を用いた処方

日・回数補完が必要であった。また、

ID0 を用いた患者単位集計、DISTINCT
による重複除去、初回処方日固定な

ど、政策指標として再利用可能な汎用

的ロジックを構築した点は、本研究班

の大きな成果である。 

エピペン解析では、2017 年度および

2023 年度データを対象として、経年的な

処方動向を評価するための解析基盤を整

備した。今後、公表審査を経た結果をも

とに、処方医療機関数や人口補正後指標

を含めた地域差および医療アクセスの評

価を進める予定である。 

SLIT 解析では、新規処方、継続処

方、初回管理料などを指標化すること

で、医師の導入意識や治療継続状況を

評価できる可能性がある。一方、生物

学的製剤・JAK 阻害薬解析では、複数

適応問題、剤形違い、成分単位集計な

ど、疾患定義に直結する課題が存在す

るため、今後さらに精緻な解析ロジッ

クが必要である。 

また、本研究では公表審査、マスキン

グ、データ容量、ストレージ不足など、

NDB 特有の制度的・技術的課題を整理

した。特に、単純な割合計算でも再度の

公表審査が必要となる点や、10 未満セル

のマスキング対応は、政策指標開発の実

務上大きな制約となる。これらに対応す

るため、年齢階級、地域区分、病院・診

療所区分を適切に設計し、継続的に解析

可能な指標体系を整備する必要がある。 

さらに、本研究で構築した SQL ロジ

ック、ID0 付与、縦持ち化、PHA 補完

手法は、将来的に他のアレルギー疾患

薬剤解析にも応用可能である。 

今後、令和 8 年度以降の研究では、各

疾患ごとの診療指標（例：人口 10 万人
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あたり Bio 導入率、継続率、指標疾患

あたりの SLIT 処方数など）を開発する

予定である。あわせて、アウトカムデ

ータとの関連性を加味したスコア化を

進め、都道府県別・施設種別での比較

に資するベンチマークモデルの開発を

視野に入れる。 

 

E.結論 

令和 7 年度は、NDB を用いたアレルギ

ー疾患政策指標開発に向け、SQL 解析

基盤の構築、ID0 を用いた患者単位解

析、医科・DPC・調剤統合、日毎処方

データセット作成を進めた。 

エピペン解析では、2017 年度および

2023 年度データを用いて、処方数、患者

数、都道府県別、年齢階級別、病院・診

療所別解析を行うための基盤を整備し

た。SLIT 解析では、シダキュア、ミテ

ィキュア、アシテアについて、MED、

DPC、PHA を統合した日毎処方データ

セットを作成し、患者数・処方数解析基

盤を整備した。生物学的製剤・JAK 阻害

薬解析では、薬剤コードマスタの整備、

RE 統合テーブル作成、デュピクセント

を中心とした処方数・患者数解析 SQL
の試作まで到達した。 

また、本研究を通じて、WHERE EXISTS
句の相関条件、D1 日〜D31 日の縦持ち

化、PHA_CZ を用いた調剤情報補完、

DISTINCT による重複除去、初回処方日

固定による患者数定義、NULL 処理な

ど、NDB 特有の技術的課題に対する実

装方法を整理した。これにより、全国

規模のアレルギー疾患関連薬剤解析を

継続的に実施するための解析基盤が整

備された。 

さらに、政策指標として活用するた

め、処方数、患者数に加え、処方医療

機関数、病院・診療所別指標、年齢階

級別指標、地域差指標を整備する方向

性を確立した。今後は、重症定義、継

続率、新規導入率、成分単位集計、ICS
併用指標などを追加し、アレルギー疾

患対策基本指針の評価に資する全国比

較可能な政策指標体系を構築する予定

である。 

本年度に構築した SQL 解析基盤および

患者単位解析ロジックは、エピペン、

SLIT、生物学的製剤、JAK 阻害薬のみ

ならず、今後のアレルギー疾患関連薬

剤解析全般へ応用可能であり、継続的

な NDB 活用研究の基盤となる成果であ

る。 

 

F.健康危険情報  

本研究において、令和 7 年度の解

析・検討段階で国民の生命・健康に重

大な影響を及ぼすような新たな健康危

険情報は確認されていない。NDB を用

いた解析は匿名化された二次データを

対象としており、臨床的介入を伴う研

究ではないため、研究過程で直接的な

健康危険情報に接する機会もなかっ

た。引き続き今後の分析過程におい

て、予期せぬ有害事象の可能性が示唆

されるデータが得られた場合には、速

やかに所定の手続きに基づいて対応す

る予定である。 

 

G.研究発表  

【論文】 

＜和文論文＞ 

1. 神尾敬子. 慢性気道疾患におけ

る気道上皮バリア機能障害：分子メカニズ

ム と 治 療 展 望 . ア レ ル ギ ー . 

2025;74(3):119-123. 

2. 桑原優, 細矢慶, 松原優里, 高

橋雅和, 徳永舞, 小池由美, 後藤穣, 中

村好一, 伊藤靖典. 全国スギ花粉症患者
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の実態に関するインターネット調査. ア

レルギー. 2025;74(3):124-132. 

3. 伊藤靖典, 徳永舞, 緒方美佳, 

岡藤郁夫, 桑原優, 佐久間弘子, 立元千

帆, 徳田玲子, 西本創, 本村知華子, 今

井孝成. 日本小児アレルギー学会員にお

ける小児アトピー性皮膚炎診療での生活

療養指導の実態調査. 日本小児アレルギ

ー学会誌. 2025;39(3):191-198. 

4. 本村知華子, 立元千帆, 徳田玲

子, 西本創, 伊藤靖典, 緒方美佳, 岡藤

郁夫, 桑原優, 佐久間弘子, 今井孝成. 

社会保険委員会報告 乳幼児における気管

支喘息吸入療法の外来治療管理指導調査. 

日 本 小 児 ア レ ル ギ ー 学 会 誌 . 

2025;39(3):208-214. 

5. 長尾みづほ. 国内のガイドライ

ンから考える アレルギー・喘息. 小児科

診療. 2025;88:163-171. 

6. 長尾みづほ. 生物学的製剤. 調

剤と情報. 2025;31(10):1926-1947. 

7. 長尾みづほ. 三重病院アレルギ

ー科における初診患者の診療実態. 三重

県小児科医会会報. 2025;126:25-29. 

8. 長尾みづほ. 小児気管支喘息の

長期管理薬―吸入ステロイド薬を中心に

―. 小児科診療. 2025;88(11):1411-1418. 
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H.知的財産権 

令和 7 年度において、特許出願・登録、

実用新案登録、著作権の取得等の知的財

産権の出願・取得は行っていない。今後、

診療指標の構築に関するアルゴリズム

や評価スコアの体系化が進展した場合

には、必要に応じて知的財産権の保護に

ついて検討する。 

 

 

 


